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’＇JI，輯持静1

（
抑京外筒
似）

ソ

述共感党第二ト五回大会

が閉幕した「二月二十五日」
せてきたゴルバチョフ
諮問仙長

の
姿勢に、野心的なソ述の改

(4) 

は、一一平一
年前にあの歴史的
箪を目指す強い

意欲を感しま

な「スターリン批判」が
敢行
すね。

ヨれた日。
現代史にとって画
誕
倖蛋一年足らずのゴルパ

期的な日に、それ
・も昨年の早
チョフ致指は、
急ピッチで人

い時期か

ら党大会働組主同わ
事
手刷新してきた。私が 、
時

年九月に訪ソした際も、
連日

のようにクレムリンのみなら

ず 、
地方の
HJRレベルまで入

れ瞥えが行なわれていた。党

大会前には、
首都モスクワの

グリシン
党m一俗記まで
解任

した。一連の人事は、単なる

首のす
げ帥甘えだけでなえソ

述という凶が、古いれのりゃあ

かがたまり、どうしょうもな

かったーということ
や襲付け

ている。と同時に、
大胞
な人

事の断行は、
硬直化したソ連

の経
済社会システムそのもの

の
変革を目指す、ゴルバチョ

フ
書記長の立て直し策の第一
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道に乗ったし、中ソ関係も、

大鉄道プロジェクトの
准麗な

のアジア
政策に余裕が生まれ

ること
を意味し、内外の
環境

位が高いところまで
成熟して

いない。

未成熱契悶は、
過去
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たって 、ソ連側かち見れば 、

「そうは問肢が・：いではない

でしょうか。ましてや、日本

はいつ・も 、ソ
詰
寄れたく

ない
「制
上問題」
悼第一に持

ち出すんですか点、

ただ、ソ辿
の安明は、
「日

米安保条約施きの
長44手持

ち出ヨなかったこむでもわか

るように、
かなり埠軟になっ

ている。とくに、米ソ首脱会

談時に、ゴルバチョフ包記長

が「現実主義」
．首い出し

た。これは、ソ
連指導者とし

ては大ぎ
な変化だ

領土
問題では、

「

領

土
」

取

り

検

討

を

段階といえます。ソ
速は 、大

きく変わろうとしている。

ソ迎
を取

り払ど環境は、か

な
り改柚門誌己れている。米ソ首

脳会議で、米ソ
関係は一
応軌

は
買

yh
刀突に
改持された。もう

中ソ
関係が元のよ－つな対立関

係に戻ることはあり得ず、そ

のパイプはかなり太くなって

いる 、
と日比る。これは、ソ連

はゴルバチョフに
市利に
段聞

している。
日ソ
関係は、ゴルバチョフ

演鋭に取り上げられず、まだ

ソ連の
外交懸祭として優先順

の日ソ
関係が
服羽ぎたことで

しょう。日本は、アメ
リ刀や

中国と組んで、
反ソ
立伝の一

織を担ってきた。それなの

に、世の
中変わった！
とMつ

官後叩刈キ叫ん

（移院一HH〉や小

沢点
空叫ん（衆
院沖縄・北方

閉館特別愛の元養員長 、長野

四区）が宇裂している「北方

領土の貿い取り」
を真剣に倹 事

討すベ
キ込町ではないか。今の
を返還してもらって、残る二

国際秩序は、力で作った既成
品は
租借とか、買い取り 、
共

事実をもとにし
同利用ーといった
万策が考え

ている。それ門
られないことではない。

こ

体に間勉はあり

を
すが激しく対立し

’！’
ますが、経済の
た特に、日本はなぜソ速に北

z’h

跡
調理の中で
作る
方領ナ同題で史求しなかった

i’L
狭序がめっても
のか、と忠っ。米日中がソ辿

凶嗣明
良い 、と思う。
の脅成になっための附に、日

－
a、

もちろん
ド摘は

本外交が知
必を働かせず 、
中

阜、h

悲しなければ
同一辺倒になったため、みす

同聞
なりません。衿
みすチャンス
そ逃した。臼ぶ

・1’
港について 、
突
の外交は、広角的な視野に欠

訓割共
同内に買い取り
けるうえ、とくに

内在的分析

汁叶 l
論議があったこ
力が弱い
：詣的

な御祝儀外

匠いH
とは事実です
交に
終始しており 、外国の構

γ，p
し、これが出来
造的
な変化をつかめず、
後手

』訓砂
れば国際紛争も
後手になってしまっている。

川4J
かなり解決する
日ソ関係は
今後 、経済交流を

Eは』
かも知れませ
中心に進み、ソ速の圏内事情

ドト」
令日本が妥求
か

らも対日依仔皮カ高まる 、

SEι
している四
ぬ返
と忠う。これは、刊本が外交

J』1
遣は、ソ
述が抑
的に使えるカlドで、日ソの

ゆぷ地
化してい
相

互依存関係をソ述にとって

る現実からも、
実現は厳し
よりパイタルなものにするこ

く、今の日ソ
関係ならニ卜一
とが、日本の安全にとっても

佐紀まで持
ち抽略される。一一ぬ
必袈になっていますね。
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